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第９章 計画の推進体制等 

 

 この計画を着実に推進するためには、本市だけではなく、横須賀市障害とくらし

の支援協議会をはじめとする関係機関・団体との連携がとても重要です。 

 また、計画の進捗状況を定期的に評価し、必要に応じて計画の見直し等を行うな

ど、PDCA サイクルの考えを取り入れながら積極的に取り組む必要があります。 

 

（１）実施体制 

 この計画は、障害者基本法に基づく「よこすか障害者計画」とともに、本市の障害

者福祉施策の基本となる計画であり、両計画に含まれる分野は、地域生活支援、保

健・医療、相談支援・情報提供、療育・教育、働く場・活動の場、バリアフリー、権利擁

護等の様々な分野にわたっています。 

 このため、市が中心となって、関係する機関・団体や障害当事者等と連携を図り

ながら、総合的かつ効果的に計画を実施していきます。 

 

（２）障害福祉計画等と横須賀市障害とくらしの支援協議会との関係 

 障害福祉計画等の成果目標は、障害のある人が安心して地域で生活を送るため

の、地域における支援体制の整備を促すものです。この目標達成に向けては、行政

だけではなく、地域の事業者・関係者がそれぞれ主体的に体制の整備に取り組む

ことが重要です。 

 そのため、この障害福祉計画等を策定するにあたり、地域の障害者支援の関係者

等から構成される横須賀市障害とくらしの支援協議会から、代表者に検討部会の

委員としてご参加いただくとともに、計画に対する意見をいただいています。 

 

（３）進行管理体制・評価方法 

 横須賀市社会福祉審議会障害福祉専

門分科会において、両計画の推進に関

する必要な事項の検討や、着実な進行

管理・評価を行います。 

 なお、進行管理・評価結果について

は、横須賀市ホームページや市政情報コ

ーナーにて公表し、透明性を高めます。 
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